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泌 尿 器 科 学 の 発 展 と内分 泌

京都大学名誉教授 神戸学院大学学長 森 茂 樹

泌尿器科学の領域においては,従 前か ら輝か しい研究成果が挙げられ,医 学および生物

学の発達に寄与 したことは真に驚異に値する.そ の内にて私 と直接 または聞接関係のあっ

た内分泌方面の研究を述べることとする.ま たそれは個人の発生 ・分化 ・成熟 老化 のみ

ならず疾病素因にも触れることとなるであろ う.た だ し紙数の関係上,懐 古談的なもので

はあるが,そ れがかえワて若い学究の研究意欲を刺激するものとなれば此上なきことと思

う次第である.

日本内分泌学会の設立は大正14(1925)年 京都大学助教授時代であった.私 は副腎や胸腺

などの研究を行なっており,ま た夢のごとき希望ではあるが,ホ ルモン環境による体質改

善および作業能力の増進を望んでいたので,そ の設立に参加した.私 は大正15年1月,熊

本医科大学教授に転任 し,翌 年から約2力 年欧米各国の大学や研究所の調査研究に出かけ

た.

当時チェッコスロバキヤ国プラーグ大学 ビー ドルA.Bead1教 授は,そ の名著によって

世界的内分泌学者 と認められていたので,同 教授に師事 した.同 教授は生理学講座を担当

すると同時に,臨 床学科に属する基礎的臨床科PropideutischeKlinikの 主任をも兼担

していた,た だ しこの科はべソト数は少 く,一 般に内 ・外科,婦 人科,小 児科 などから,

病状の進行 した末期患者や外貌の醜悪 となり他科では処理に困るような患者のみがお くら

れていた.

私の研究課題は 「卵巣ホルモンと性周期について」,で あった.卵 胞ホルモソや黄体ホ

ルモンは 豚 ・牛などの卵巣 より分離精製するのであって,そ れを未熟雌性動物に投与 し

て,パ パニコロウ法にて性成熟の早期発現やまた去勢動物に与えて性周期の再現などを検

定するわけであった.

私 との協同研究者は,後 で 英国 ・ブリス トル大学教授 となった マックス ライスMx,

Reiss講 師であった.

ドイツ内分泌学雑誌は日本よりおくれて1927年 に創刊され,私 の論文は同1巻2号 に掲

載された.同 方面の研究は帰朝後,教 室員と共に続行 し,昭 和5年,日 本内分泌学会総会

宿題 「卵巣ホルモソと交尾期循環」 として発表 した.

当時,日 本の内分泌学はまだ黎明期 といってよい時代であったことは,私 の講演を代表

的製薬会社バイエル,目 ッシュ.武 田,塩 野義,三 共などの速記者に速記をとらせ,ま た
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各会社か ら 内分 泌研 究の国際情勢に ついて 講演を依頼せ られ た ことか らで も 察知せ られ

る.

なお基礎的臨床科が 主 体 となって行 なわれ たCPC臨 床 病理協議会 の主 題が 「副腎皮質

腫瘍 発生 に よるCushingSyndrom」 で あった際,と くに女性 にて 口髭 顎髪 の密生,全

身多毛,声 の男性 化,乳 房 の男性型化 の著 明 な例 であったが,副 腎腫瘍 の別 出後2・3カ

月 の経過 中に髭 が脱落 し,そ の他すべ て女性型 に恢 復 した顕著 な例がデモ ンス トレー トせ

られ たが,ホ ル モン環境 の変化,こ の場合は主に副腎腫瘍細胞 よりの男性 ホル モ ソの分泌

過多 による もの と判定 せ られ,第2次 性徴を示す形質 の発現 が如何 に ホル モソ環 寛に よっ

て支配せ られ ているかを如 実に知 る適例 として,深 い感 銘を うけ たのであった .

副 腎髄 質ホル モン.ア ドレナ リソ発見 は,わ れ らが同胞高峰譲吉博 士の努力に よる もの

で,こ の大発見 は1901(明 治32)年 の ことで あった.当 時 日本 は まだ文 化的に は未 開発国に

属 していた ので,こ の大発見 に よって 日本人に も優れた科学的能力が ある ことを世界 に示

した こととな り,日 本 の国際的地位 を高 め しめ る結果 となった.

私 は当時副腎髄質 ホルモン発見の世 界的競争にお いて,1900年 最 初 に名乗を あげたジ司

ソスホ プキンス大学薬理学教授 工一ベルAbe1博 士 を訪ね て敬意 を表 したが,博 士 はア メ

リカ薬理学界 にて最高 の支配 的立場 にあ る碩学 であって,日 本を含め て多数 の外 国留学 生

を指 導 した点 でも知 られ ていた.し か し,博 士 のEpinephrinは まだ爽雑物 を含 み,結

品 まで純化せ られ るに は至 っていなかったので,遂 に栄冠は高峰博士 に授 け られ たわけで

あ る.私 は 一ユーヨーク市 にある,日 本人 倶楽部 を訪 れ,同 所 の寄 附者 高峰博士の大 肖像

に敬 意を表 した時 の強 い印象 は,今 なお深 い感激 を胸裡 に とどめてい る.ま たAbe1教 授

の紹介状に よって,デ トロイ ド市 パー クデ ビス本社 を2日 間その全研究 施設 を見学 し,ま

た同社が高峰博士 のア ドレナ リソ発見 に要 する研 究施設,技 術 員,経 費 を支出 した 同社 に

対 しても謝意 を表 した.

蔑 峰博士 は明治 の末葉 日本 に帰 国 し,日 本 の科学 水準の低いのに驚いて,そ の前途 に不

安を感 じ,朝 野 の指導層に訴 えて,理 科学研究所 の設立 を見 るに至ったが,こ れが 日本 の

物理学 の開拓者仁科博士 の活動 の場 とな り,ひ いて湯 川博 ±等の ノーベル賞授賞学説 の胚

胎を導いた といわれ ている.

ま た学士院賞 の規定が提案せ られ,高 峰博士が その第1号 の授賞者 であった ことを追懐

すれば,如 何 に この泌尿器科領域に属す るホル モソの研究 が,日 本の また世界 の科学振 興

に寄 与 したか は想 像に絶す る ものが あ る.

私 は帰朝後,疾 病素 因 と ホル モ ン環境 との関係,特 に腫瘍 の発 生発育 との 関係 につい

て,教 室員 と研究を続け ていた.昭 和6年 には,「 腫 瘍 と内分泌」 上巻(原 著 と綜説)

1,037頁,教 室 出版,「 実験 腫瘍学」932頁,昭 和10年,南 山堂(鈴 江氏共著)等 を出版

し,ま た同年,日 本病理学会総会宿題 として 「腫瘍 と内分泌」Geschwulstundinnere

Sekretion,DieEndokrinosympathisches.EndokrinoneurotischeTheoriederGesch-

wulstdisposition(独 交)を 報告 した.

ま た昭和30年 第14回 日本医学会総会,特 別 講演,「 ステ ロイ ドホル モ ン代謝 障害 とそ の

病理」を報告 した.

な お同年,ス イス国 ローザ ンヌ 大学に て 開かれた 第7回 国際比較病理学会VIIme

Congr6sinternationaldePathologieCompar6etrcて 日本学術会議代表 と して 出席 し,1.

Experimentalstudiesonlymphaticleukemiaandlymphosarcomainmice.II,Phylo一



森:随 想 泌尿器科学の発展と内分泌 789

geneticstudiesonadrenalcortexandovary,chiefiyofbirdsを 報 告 し,ま た同年 第6

回 日本体 質学会総 会特別 講演 「神経 内分泌環 境 と生体 防衛 機序一視床下 下垂体 ・副腎系

を中心 と して」を報告 した.

これ等 の研究 は主に,京 都 ・熊本 ・神戸 ・山 口 ・関西医大 など大学に勤務 中,教 室員 と

協 同研究 として行 なったもので ある.

前 記 の国際学会 出席後,欧 米諸国 の大学 ・研究所 を視察 したが,シ カゴ大学 ・癌研究所

BenMay工nstituteforCancerResearch所 長CharlesHuggins教 授 よ り丁重 な 講演招

待状が来 た.同 教授は癌 とホル モン関係 の大家 で,特 に前立腺癌 の増殖 が,去 勢 ・卵 胞ホ

ルモ ン投与 ・副腎 別出に よって抑圧 され ることを人間例に て実証 し,そ の学勲 に よって,

1966年 ノーベル賞 が授与 された碩学 であ る.

同研究所 におけ る私 の講演 も 「腫瘍 と内分泌 との関連」 であった.同 学 にいた問に,癌

・病理学方面 の教官 の午餐 会やハギ ンス教授宅 におけ る歓迎晩餐会 などが 開かれ たが
,和

気霰 々の間 に,国 際親善 を遂 げ るもの と思 われた.

また私 は昭和27年30年 の再 度,日 本癌学 会総 会 々長に選ばれたが,再 度共に学術総会

を行 なうと同時に,対 癌運動CancerCampaignを 行 なった.

NHK放 送,朝 日講堂,北 野病院講堂等講演会,医 学雑誌 社座談 会,実 業界 ・大学人

行政代表者 などとの懇談会 を行 なって対癌思想 の普及 につ とめた.ま た癌知識 の普及に関

す る著述を,専 門学者 の論i著編集に よっ て行 なっ た.

また昭和33年 正月,朝 日新聞社が経費 を支 出 し,対 癌協会創設企 画を行 なった際 も,こ

れに参加 したのであ るが,そ れ以後わずか10年 に満 たないが,癌 研究 の躍進 と治療機 関の

急増 とを思 う時,ま ことに隔世 の感 に堪 えない.

そ の後 山口医大学長時代 も,ま た神 戸学 院大学設立運動 中なども,同 方面 の学術 に よる

社会開発を常に期 していたわ けである.


